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み
ん
な
の
選
択

　
　
　
み
ん
な
の
未
来

― 

18
歳
選
挙
権 

―

特 集

　
あ
な
た
は
初
め
て
投
票
所
に
行
っ
た

と
き
の
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
か
。

　
本
年
６
月
に
公
職
選
挙
法
の
改
正
が

施
行
さ
れ
、
選
挙
権
年
齢
が
、
満
20
歳

以
上
か
ら
満
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　
７
月
10
日
執
行
の
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
若

者
が
初
め
て
の
選
挙
を
経
験
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
家
庭
、
職
場
、
そ
し
て

学
校
で
、
選
挙
の
話
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　
あ
な
た
の
選
択
が
未
来
を
つ
く
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。



　
選
挙
年
齢
を
引
き
下
げ
る
公
職

選
挙
法
の
改
正
が
６
月
に
施
行
さ

れ
、
い
よ
い
よ
18
歳
以
上
の
有
権

者
を
対
象
と
し
た
選
挙
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

日
本
は
今
、
少
子
高
齢
化
、
人

口
減
少
社
会
を
迎
え
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
割
合
が
増
加
す
る
一
方
、

若
者
の
割
合
が
大
幅
に
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
若
い
世
代
ほ
ど
投
票
率

が
低
く
（
６
ペ
ー
ジ
図
２
参
照
）、

若
者
の
意
見
が
国
や
地
方
の
政
治

に
届
き
に
く
い
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
10
代
か
ら
社
会
の

担
い
手
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
高

め
、
主
体
的
に
政
治
に
関
わ
り
参

加
す
る
若
者
が
増
え
て
欲
し
い
、

そ
し
て
未
来
を
生
き
る
若
者
の
意

見
を
国
や
地
方
の
政
治
に
届
け
て

欲
し
い
、
と
の
思
い
か
ら
、
選
挙

権
年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ
に
伴

い
、
全
国
で
約
２
４
０
万
人
、
本

市
で
は
約
１
、４
０
０
人
の
若
い

世
代
の
有
権
者
が
誕
生
し
、
初
め

て
の
選
挙
を
経
験
し
ま
す
。

５

▲市長との懇談会に参加した高校生たち（６月６日／コミュニティ・カフェＥ
エ マ ノ ン
ＭＡＮＯＮ）

　毎日、勉強や部活、それに
自分の趣味などがあり、いつ
も政治や社会の事を考えて生
活しているわけではないので、
選挙の時だけで候補者などを
判断するのは難しいと感じて
います。きっと若い人の投票
率が低いのは、政治に興味が
ないわけじゃなく、他に夢中
になっていることがたくさん
あるからだと思います。
　投票する時は、税金を上手
く配分してくれる人を選びた
いと思います。また、これか
らの将来の事を考えると、奨
学金や子育て事業に対して、
候補者がどのように考えてい
るのか、とても気になります。
　今までの社会が選挙で変わ
ってきたのであれば、これか
らも選挙で社会は変えられる
のかなと考えています。
　初めての選挙、自分の中で
理解して消化できるかどうか、
まだよく分かりませんが、た
だ、ちゃんと向き合いたいと
思います。

　選挙を通し、高校３年生と
いう立場で、社会に対し意見
を示せるのはとてもいい機会
だと思います。政治に興味の
ない人も、選挙をきっかけに
政治や社会について考えるよ
うになると考えています。
　選挙にはとても興味があり
ますが、候補者や政党につい
て、どうやって情報収集すれ
ばいいのか、まだよくわかり
ません。テレビや新聞の報道
は素直に信用できない部分が
あると感じているので、大人
はどう情報を集めて判断して
いるのか知りたいです。
　投票率を上げるには、親か
ら子へ、選挙の大切さを伝え
ることが一番の近道だと思い
ます。また、政治家のイメー
ジが悪いことも、投票率が低
い原因の一つだと思うので、
政治家の方にはクリーンな政
治をしてほしいと思います。
　初めての選挙、誰かの意見
ではなく、自分で考えて責任
をもって投票したいです。

　選挙権年齢が引き下げられ、
いざ投票してくださいと言わ
れても、今まで選挙について
きちんと教えられてこなかっ
たので、何を基準に選べばい
いか戸惑ってしまいます。
　今、政治家が変わっても自
分の生活は何も変わらないと
思うので、政治が遠くに感じ
ます。正直、現状を維持した
まま、何も変わらない方がい
いのかなと思ってしまい、自
分から積極的に候補者の意見
や考えを調べようとは今のと
ころ思えていません。
　候補者の方には、何をした
いのか、どういった意見があ
るのか、若い世代の自分たち
にもわかるようにＳＮＳなども
活用して、積極的に伝えてほ
しいと思います。
　初めての選挙、投票には行
きたいと思います。何を基準
に選べばいいかわからないで
すが、形式だけでも経験して
次の選挙にいかしたいと思い
ます。

　

国
立
国
会
図
書
館
の
調
査
（
平

成
26
年
）
で
は
、
世
界
１
９
１
の

国
と
地
域
の
約
９
割
で
、
18
歳
ま

で
に
選
挙
権
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、

海
外
の
選
挙
権
年
齢
は
「
18
歳
以

上
」
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
も
選
挙
権

年
齢
の
引
き
下
げ
は
、
世
界
の
選

挙
事
情
に
沿
っ
た
も
の
と
い
え
ま

す
。

　

今
月
号
で
は
、
初
め
て
選
挙
を

経
験
す
る
若
い
世
代
は
ど
ん
な
気

持
ち
で
選
挙
と
向
き
合
っ
て
い
る

の
か
、
若
者
の
思
い
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
選
挙
の
意
義
に
つ
い

て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
す
。

Voice of 18 years old
「初めての選挙に対する、あなたの思いを聞かせてください」

責任をもって投票したい 形式だけでも経験したいちゃんと向き合いたい

《各国の選挙権年齢》

髙
たかはし

橋昌
しょうま

馬さん（白河旭高３年）
／東深仁井田／将来の夢「ロ
ボット技術者」

君
きみじま

島　茜
あかね

さん（白河旭高３年）
／新白河／将来の夢「グラフ
ィックデザイナー」

久
く ぼ た

保田直
なおおみ

臣さん（白河実業高
３年）／真舟／将来の夢「保
育士」

選挙、行きます！

届けよう、若者の思い。

４

市長がエマノンにやって来た！！
　６月６日、コミュニティ・カフェＥ

エ マ ノ ン

ＭＡＮＯＮ（本町）で、
鈴木市長と高校生による懇談会が行われ、次世代を担う若
者が日頃から考えていることなどについて、市長と意見を
交わしました。
　参加した高校生からは、利用機会の多い図書館や現在建
設中の白河文化交流館「コミネス」に対する要望のほか、
市政を身近に感じるためにも情報発信の手段として、ソー
シャル・ネットワーク・サービス（ＳＮＳ）を積極的に活用
してほしいなどの意見が出されました。
　高校生の積極的な意見に市長も熱心に耳を傾け、文化施
設へ込めた思いを語り、若い世代へエールをおくりました。

25歳 アラブ首長国連邦

21歳 オマーン、クウェート、シンガポール、マレー
シアなど

20歳 カメルーンなど

19歳 韓国

18歳 米国、英国、イタリア、オーストラリア、カナダ、
ドイツ、フランス、ロシアなど

17歳 東ティモールなど

16歳 アルゼンチン、オーストリア、キューバ、
ブラジルなど

ど
う
し
て
今
、
選
挙
権
年
齢
が
引

き
下
げ
ら
れ
た
の
か

海
外
の
選
挙
事
情
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▲図２「平成27年県議会議員選挙の市内年代別の投票率比較」
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▲図１「平成27年県議会議員選挙の市内投票者数の年代別構成比」
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白河市選挙管理委員会
事務局　主事　早

はやや ま

山嘉
か な こ

奈子さん

▲選挙講座に真剣に耳を傾ける生徒達

　

あ
な
た
に
と
っ
て
「
政
治
」

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

　
国
民
や
地
域
の
住
民
か
ら
ど

の
よ
う
に
税
金
を
集
め
、
集
め

ら
れ
た
税
金
を
ど
の
よ
う
に
使

う
か
を
決
定
す
る
こ
と
は
、
政

治
の
大
き
な
役
割
で
す
。

　
あ
な
た
が
国
や
県
、
市
に
納

め
て
い
る
税
金
、
そ
の
使
い
道

を
「
予
算
」
と
い
う
形
で
決
め

る
の
が
、
選
挙
で
選
ば
れ
た

「
国
民
や
住
民
の
代
表
者
」
で
す
。

　
選
挙
で
し
っ
か
り
と
し
た
考

え
を
持
つ
候
補
者
を
選
ぶ
こ
と

で
、
私
た
ち
の
貴
重
な
お
金
を

有
意
義
に
使
い
、
国
や
自
治
体

の
発
展
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

　
有
権
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
選
挙
等
を
通
じ
て
こ
の
よ

う
な
政
治
の
過
程
に
参
加
す
る

権
利
を
得
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
し
て
、
選
挙
に
行
か

ず
、
こ
の
権
利
を
放
棄
す
る
こ

と
は
、
政
治
を
国
民
の
総
意
か

ら
、
か
け
離
れ
た
も
の
と
す
る

こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
安
心
で
快
適
な
暮
ら
し
を
し

た
い
と
思
う
こ
と
は
、
私
た
ち

誰
も
の
願
い
で
す
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
思
い
や
願
い
を
実
現

す
る
た
め
に
、
国
民
が
一
堂
に

集
ま
っ
て
話
し
合
い
を
す
る
こ

と
は
、
時
間
や
場
所
、
話
し
合

い
の
進
め
方
な
ど
の
こ
と
を
考

え
る
と
非
常
に
大
変
で
す
。

　
そ
こ
で
、
私
た
ち
の
意
見
を

代
表
し
て
く
れ
る
人
を
選
挙
を

通
し
て
選
び
、
私
た
ち
の
代
わ

り
に
国
や
自
治
体
の
政
治
を
行

っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

　
選
挙
と
は
、
私
た
ち
の
意
見

を
政
治
に
反
映
し
て
く
れ
る
代

表
者
を
選
ぶ
こ
と
で
、
政
治
が

行
わ
れ
る
過
程
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
る
重
要
な
一
つ
の
手

段
で
す
。

　　
図
１
の
資
料
は
、
投
票
者
の

年
代
別
構
成
比
率
を
表
し
た
も

の
で
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
20

代
の
割
合
は
全
体
の
６
％
、
60

代
の
４
分
の
１
の
比
率
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
図
２
の
資
料
は
、

年
代
別
の
投
票
率
を
比
較
し
た

も
の
で
す
。
60
代
で
は
２
人
に

１
人
が
投
票
し
て
い
る
の
に
対

し
、
20
代
は
５
人
に
１
人
し
か

投
票
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
20
代
、

30
代
の
若
者
世
代
は
、
政
治
参

加
率
が
低
く
、
ま
た
投
票
者
数

に
お
い
て
も
少
数
で
あ
り
、
政

治
に
意
見
が
反
映
さ
れ
に
く
い

状
況
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

　
政
治
が
、
世
代
や
職
業
な
ど

様
々
な
背
景
を
持
ち
、
多
様
な

意
見
を
持
つ
人
々
の
意
思
を
反

映
し
て
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、

国
民
の
総
意
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

今
、
選
挙
権
年
齢
が
18
歳

以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
若

い
世
代
が
選
挙
に
興
味
を
も
ち
、

政
治
や
社
会
と
向
き
合
お
う
と

し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
若
い
世

代
に
対
し
、
私
た
ち
大
人
も
改

め
て
一
人
の
有
権
者
と
し
て
の

自
覚
を
持
ち
、
も
う
一
度
選
挙

の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
政
治
や
社
会
と
向
き
合
う
き

っ
か
け
は
、
今
話
題
の
消
費
税

や
、
子
育
て
、
介
護
、
就
職
活

動
な
ど
、
意
外
と
身
近
に
あ
る

は
ず
で
す
。

　
ま
ず
は
、
家
庭
、
職
場
、
学

校
で
、
選
挙
の
話
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
そ
し
て
、
誰
か
に
任

せ
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
考
え
、

判
断
し
、
選
挙
を
通
し
て
、
自

分
の
意
見
を
政
治
に
反
映
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

　
選
挙
は
自
分
た
ち
の
未
来
を

守
る
、
大
切
な
手
段
と
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

あ
な
た
の
意
見
、
政
治
に
届
け
て
い
ま
す
か
。

18歳・19歳の皆さんは
　　　　　　歴史的な選挙制度改正の立会人です

第 24回参議院議員通常選挙のお知らせ
投票日は

▷期限　７月９日㈯まで
▷時間　本庁舎／午前８時30分～午後８時
　　　　各庁舎／午前８時30分～午後７時

７月10日（日）です。

《期日前投票》

　市ホームページで選挙制度について詳し
く掲載しています。また、選挙管理委員会公
式Twitterも開設中です。ぜひご覧ください。

問市選挙管理委員会事務局　内 2511

《ホームページ》 《公式 Twitter》

　皆さんも一度は国民の三大権
利「教育を受ける権利」「生存権」
「参政権」について聞いたこと
があると思います。その三大権
利のうち、「参政権」は政治に参
加する権利、選挙権のことをい
います。今までは満20歳以上の
成人にのみ与えられていた選挙
権ですが、昭和20年に「満20歳
以上」となって以来、70年ぶり
に改正されました。
　世界に目を向けてみると、５
月に行われた伊勢志摩サミット
参加国７か国では、日本以外の
６か国が選挙権年齢を「満18
歳以上」としています。さらに、
世界各国の選挙権年齢の動きを

　市選挙管理委員会
では、近い将来、有
権者となる高校生の
皆さんを対象に、選
挙の仕組みや投票参
加の意義について
理解を深めてもらい、
選挙の大切さを伝え
るため、「高校生のた
めの選挙講座」に取
り組んでいます。
　こちらの写真は、

高校生のための選挙講座開催

５月６日に開催したもので、この日講座に参加したのは
白河高校の３年生271人。
　選挙の意義や若者の投票率の現状などをクイズを交え
ながら説明しました。
　生徒達は政治に参加することの重要性に理解を深め、
有権者となる自覚を新たにした様子でした。
　受講後に行ったアンケートでは、「今後、選挙権を有し
た際に選挙に行くか」との設問について、約７割の生徒
が「選挙に行って投票する」としており、若い世代の今
後の政治参加に期待が持てる結果となりました。

見ると、選挙権年齢を満18歳
からさらに引き下げる動きも
あります。
　少子高齢化が進むなかで未
来の日本に生きていく若い世
代に、現在そして未来の日本
のあり方を決める政治に関与
してもらいたい。そのため、
日本でもより多くの若者の意
見を政治に反映するために今
回の「満18歳以上」への改正
が行われました。
　18歳・19歳の皆さんは、70
年ぶりの歴史的な選挙制度改
正の立会人です。ぜひ、皆さ
んの持つ一票を手に投票所へ
行ってみてください。

家
庭
、
職
場
、
学
校
で
、　

　
選
挙
の
話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

選
挙
は
政
治
参
加
の
重
要
な

手
段
で
す

国
民
の
総
意
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
大
切
で
す

み
ん
な
で
選
挙
の
話
を
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